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は
　
し
　
が
　
き

　
一
九
六
〇
年
、
　
「
安
保
改
定
」
に
と
も
な
う
貿
易
為
替
の
自
由
化
、

目
米
経
済
協
力
関
係
の
強
化
、
国
民
所
得
倍
増
計
画
の
策
定
な
ど
「
高

度
成
長
」
政
策
が
、
国
民
の
前
に
姿
を
現
わ
し
た
。
そ
し
て
、
翌
六
一

　
　
　
　
　
木
　
　
村
　
　
一
　
夫

年
に
は
、
農
業
基
本
法
が
制
定
、
公
布
さ
れ
て
い
る
。
　
．
　
　
＼

　
そ
れ
以
来
十
数
年
た
っ
た
一
九
七
四
年
度
『
農
業
白
書
』
の
冒
頭
に

出
て
く
る
次
の
一
文
は
、
　
「
高
度
成
長
」
の
破
綻
を
農
政
当
局
自
体
が

一
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
世
界
に
類
例
を
み
な
い
高
い
経
済
成
長
は
、
地
価
の
高
騰
、
就
業

構
造
の
女
子
化
・
老
齢
化
、
農
村
杜
会
の
変
ぼ
う
等
・
我
が
町
の
農
業

と
農
村
の
発
展
に
と
っ
て
困
難
な
多
く
の
問
題
を
も
た
ら
し
た
。
」

　
そ
れ
で
は
、
　
「
高
い
経
済
成
長
」
は
、
日
本
の
農
村
に
ど
う
い
う

「
困
難
な
多
く
の
問
題
」
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、

現
実
に
即
し
て
農
村
の
具
体
的
な
変
化
を
追
求
し
、
間
題
を
客
観
的
に

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
調
査
対
象
に
選
ん
だ
岐
阜
県
揖
斐
郡
旧
宮
地
村
は
、
一
九
五
四
年
八



月
に
筆
老
が
一
度
調
査
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
　
「
高
度
成
長
」
期
を

経
過
し
た
七
六
年
八
月
現
在
、
こ
の
村
は
ど
の
よ
う
に
変
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
そ
の
変
容
を
追
求
し
た
の
が
小
論
で
あ
る
。

旧
宮
地
村
の
概
要

　
宮
地
は
、
岐
阜
県
の
酉
部
に
位
置
し
、
岐
阜
市
の
北
西
西
二

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
大
垣
市
の
北
北
西
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

地
点
に
あ
る
。
濃
尾
平
野
の
西
北
端
に
位
置
す
る
宮
地
は
、
伊

吹
山
の
東
に
あ
た
る
池
田
山
（
標
高
九
二
四
メ
ー
ト
ル
）
を
村
の

頂
点
と
し
て
東
方
へ
傾
斜
し
た
東
西
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

南
北
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
村
落
で
、
東
部
を
揖
斐
川
が

流
れ
て
お
り
、
純
山
村
か
ら
平
坦
地
農
村
へ
の
移
行
地
帯
に
位

置
す
る
農
山
村
で
あ
る
。

　
交
通
は
、
東
部
に
単
線
で
あ
る
近
畿
目
本
鉄
道
揖
斐
線
が
走

り
、
そ
の
す
ぐ
西
を
県
道
四
号
線
が
並
行
し
て
い
る
。
大
垣
市

へ
出
る
に
は
、
揖
斐
線
を
利
用
す
れ
ば
一
時
間
を
要
す
る
が
、

自
動
車
を
利
用
す
れ
ぼ
二
〇
分
間
で
足
り
る
。

　
丘
陵
地
に
は
、
願
成
寺
古
墳
群
の
遺
跡
が
あ
る
。

　
今
か
ら
丁
度
二
一
〇
年
前
の
一
七
六
六
（
明
和
三
）
年
、
宮
地

　
　
　
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）

村地宮旧
吹＾

耐
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

で
は
盛
り
桝
騒
動
と
呼
ば
れ
る
百
姓
一
撲
が
起
っ
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
後
、
凶
作
を
契
機
に
し
て
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

五
年
問
続
い
た
小
作
争
議
は
、
小
作
側
の
要
求
が
通
り
、
年
貢
が
軽
減

七
九
（
五
一
七
）
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ｏ

緒
阜岐

垣大

椰斐摘県

阜
．岐

地

箒

さ
れ
た
。

　
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
、
南
部
の
池
田
町
と
合
併
し
、
以
来
揖
斐

郡
宮
地
村
は
揖
斐
郡
池
田
町
宮
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
九
七
六
年
四
月
現
在
、
宮
地
の
全
世
帯
三
八
二
戸
の
う
ち
農
家
世

帯
は
二
七
八
戸
を
し
め
、
そ
の
割
合
は
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
そ

れ
も
四
年
前
、
願
成
寺
部
落
に
五
〇
戸
の
町
営
住
宅
を
受
げ
入
れ
て
の

割
合
で
あ
る
。
残
り
の
非
農
家
四
八
戸
に
は
、
経
営
耕
地
面
積
一
〇
ア

ー
ル
以
下
の
分
家
層
が
含
ま
れ
、
一
般
俸
給
者
が
二
三
戸
、
工
員
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

四
戸
、
職
人
が
七
戸
、
宗
教
者
が
四
戸
と
な
っ
て
い
る
。
農
家
世
帯
員

数
の
割
合
は
、
人
口
ニ
ハ
八
一
人
中
ニ
ニ
ニ
八
人
で
七
九
バ
ー
セ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
五
一
八
）

　
　
　
　
（
４
）

　
を
し
め
る
。
濃
尾
平
野
北
端
部
の
こ
の
村
は
、
僻
村
的
な
性
格
を
保

　
ち
、
現
在
も
な
お
農
家
が
部
落
の
絶
対
多
数
を
し
め
て
い
る
。

　
　
宮
地
で
の
事
業
所
と
し
て
は
、
二
企
業
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
一

　
つ
は
、
伊
藤
忠
系
グ
ル
ー
プ
河
田
飼
料
研
究
所
で
、
名
古
屋
の
工
場

　
よ
り
取
り
寄
せ
た
飼
料
を
鶏
な
ど
に
与
え
、
発
育
、
採
卵
状
況
な
ど

　
の
デ
ー
タ
ー
を
採
っ
て
い
る
。
従
業
員
と
し
て
、
宮
地
地
区
か
ら
男

　
七
人
、
女
三
人
が
勤
め
て
い
る
。

　
　
い
ま
ひ
と
つ
の
企
業
は
、
小
川
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
エ
業
所
と
い
い
、

　
男
三
人
、
女
三
人
で
子
供
用
の
絵
の
具
パ
レ
ッ
ト
と
か
ビ
ニ
丁
ル
か

　
ご
等
を
製
造
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
農
家
以
外
の
事
業
体
と
し
て
は
、
宮
地
農
業
協
同
組
合

が
あ
る
。
こ
の
宮
地
農
協
は
、
一
九
七
四
年
に
揖
斐
郡
農
協
へ
の
広
域

合
供
を
拒
否
し
、
岐
阜
県
で
も
ま
れ
な
旧
村
規
模
で
単
協
を
維
持
し
て

い
る
。

　
宮
地
村
で
は
、
耕
地
の
利
用
面
で
大
き
な
変
化
が
過
去
三
回
あ
っ

た
。
戦
前
は
、
山
の
裾
野
も
段
状
の
畑
も
ほ
と
ん
ど
桑
畑
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
太
平
洋
戦
争
末
期
、
食
糧
難
が
き
び
し
く
た
る
に
つ
れ
て
桑
畑

は
甘
庶
畑
に
変
っ
て
い
っ
た
。
戦
後
、
飢
餓
の
時
代
が
過
ぎ
さ
る
と
甘

庶
で
は
採
算
が
あ
わ
な
く
な
り
、
た
ま
た
ま
、
こ
の
あ
た
り
の
砂
礫
質



の
傾
斜
地
が
製
茶
に
適
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
、

れ
て
き
た
。

　
表
１
に
よ
っ
て
経
営
耕
地
面
積
の
推
移
を
み
る
と
、

大
ま
か
な
変
化
が
わ
か
る
。
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５
９
３
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２
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３
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るよにスサンセもと年各〕料資〔

　
一
九
六
五
年
に
は
、
桑
園
が

ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
。
果
樹

園
（
主
に
柿
畑
）
が
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
か
ら
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少

し
、
そ
の
他
の
樹
園
地
も
無
く

な
っ
た
。
水
田
も
こ
の
一
〇
年

問
に
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し

た
。
耕
地
面
積
が
増
加
し
た
の

は
茶
園
だ
げ
で
あ
る
。
一
九
五

〇
年
に
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ

た
茶
園
が
二
五
年
問
に
五
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
ヘ
と
増
大
し
、
二
二

倍
に
達
し
て
い
る
。
麦
畑
も
茶

園
に
変
っ
た
。
池
田
山
山
麓
地

帯
に
は
一
〇
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

「
高
度
成
長
」
期
に
お
け
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）

ス
プ
リ
ソ
ク
ラ
ー
に
よ
る
灌
概
施
設
を
整
備
し
た
岐
阜
県
一
の
集
団
茶

園
が
出
来
て
い
る
が
、
そ
の
約
半
分
は
、
宮
地
村
の
も
の
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

　
一
七
六
五
（
明
和
二
）
年
四
月
・
五
月
と
美
濃
地
方
は
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
、
揖
斐
川
の
堤
防
は
切
れ
て
、
一
面
泥
海
と
化
し
、
同
年
ま
た
ま

た
八
月
・
九
月
と
前
後
四
度
も
大
洪
水
が
あ
っ
た
。
宮
地
で
も
揖
斐
川

・
粕
川
の
水
が
氾
濫
し
、
田
畑
は
土
砂
に
埋
ま
り
押
し
流
さ
れ
た
。

　
そ
う
し
た
惨
状
に
あ
り
な
が
ら
、
領
主
大
垣
藩
に
お
い
て
は
藩
財
政

不
如
意
を
理
由
に
、
年
貢
を
減
免
す
る
ど
こ
ろ
か
従
来
四
斗
三
升
を
一

俵
と
し
て
納
め
さ
せ
て
い
た
の
を
、
一
斗
桝
に
山
盛
り
四
杯
を
一
俵
に

つ
め
さ
せ
た
の
で
実
際
は
一
俵
に
つ
い
て
数
升
の
増
徴
と
た
っ
た
。
翌

一
七
六
六
（
明
和
三
）
年
一
月
、
傘
連
判
状
に
－
署
名
血
判
し
た
池
田
筋

の
百
姓
は
、
二
四
目
夜
を
期
し
て
小
島
・
長
瀬
各
筋
の
百
姓
と
呼
応
し

つ
つ
、
松
明
を
連
ね
て
三
千
人
、
年
貢
米
の
軽
減
を
強
訴
し
て
大
垣
へ

押
し
寄
せ
た
。
こ
の
一
撲
に
よ
っ
て
、
盛
り
桝
は
廃
止
さ
れ
て
京
桝
と

た
り
藩
当
局
は
救
米
六
百
俵
を
出
す
こ
と
に
よ
り
落
着
し
た
。
し
か
し

そ
の
後
の
大
垣
藩
の
処
置
は
厳
格
を
極
め
、
宮
地
村
百
姓
喜
平
治
・
要

助
は
打
首
と
な
っ
た
。
　
（
池
田
町
史
編
集
室
「
明
和
義
民
の
碑
」
、
『
池

田
町
の
史
跡
と
文
化
財
』
、
一
九
七
四
年
所
収
）

　
第
一
次
大
戦
後
、
厳
し
い
農
村
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
当
時
、
平
年
作

の
穫
れ
高
反
当
り
六
俵
の
う
ち
か
ら
四
俵
と
二
升
を
小
作
料
と
し
て
納

め
さ
せ
ら
れ
て
い
た
農
民
は
、
生
活
が
成
り
た
た
な
く
な
っ
た
。

　
一
五
〇
軒
の
小
作
が
一
軒
残
ら
ず
中
部
日
本
農
民
組
合
に
加
盟
し
、

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
よ
り
三
年
連
続
し
て
一
粒
の
米
も
納
め
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
五
一
九
）



ぐ

（
３
）

（
４
）
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っ
た
。
こ
の
未
納
小
作
米
を
貨
幣
に
代
え
て
積
み
立
て
、
団
体
で
保
管

し
た
。
田
地
の
立
入
禁
止
、
差
押
え
が
あ
る
と
、
む
し
ろ
旗
を
立
て
、

自
転
車
隊
で
応
援
し
、
岐
阜
の
裁
判
所
へ
は
何
時
も
一
〇
〇
名
程
が
押

し
か
げ
た
。

　
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
秋
、
凶
作
を
契
機
と
し
て
小
作
争
議
は

ま
す
ま
す
激
し
く
た
り
、
結
局
一
石
六
斗
二
升
の
小
作
料
は
一
反
に
つ

き
一
石
三
斗
七
升
と
な
り
小
作
側
の
要
求
が
通
っ
た
（
争
議
当
時
の
青

年
部
指
導
者
安
田
七
郎
氏
よ
り
聞
取
り
）
。

宮
地
農
協
職
業
別
組
合
員
戸
数
の
う
ち
準
組
合
員
戸
数
（
一
九
七
四

・
二
・
一
〇
農
協
調
べ
）
。

　
池
田
町
企
画
管
理
室
『
い
げ
だ
』
、
一
九
七
六
年
。

二
　
旧
宮
地
村
の
変
容

　
　
１
農
地
改
革
と
自
小
作
関
係

　
敗
戦
後
、
労
働
運
動
の
高
揚
と
あ
い
ま
っ
て
、
農
民
運
動
も
各
地
に

盛
り
あ
が
っ
て
き
た
。
宮
地
で
も
大
正
末
期
に
起
っ
た
小
作
争
議
以
来
、

立
ち
消
え
に
な
っ
て
い
た
農
民
組
合
が
再
び
動
き
出
し
、
小
作
一
五
〇

人
が
組
織
さ
れ
、
日
本
農
民
組
合
に
加
襯
し
た
。

　
村
外
地
主
の
多
か
っ
た
こ
の
村
で
は
、
し
ぜ
ん
村
内
地
主
の
力
も
弱

く
、
農
地
改
革
が
進
む
に
つ
れ
て
自
作
農
も
農
民
組
合
に
加
わ
っ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
農
民
組
合
の
力
に
よ
っ
て
農
地
委
員
会
は
、
白
作
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
五
二
〇
）

創
設
特
別
措
置
法
の
許
す
隈
り
、
農
地
改
革
を
忠
実
に
実
行
し
た
。

　
従
来
の
地
主
所
有
田
一
〇
八
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
八
五
・
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
（
八
○
バ
ー
セ
ソ
ト
）
が
自
作
地
と
な
っ
て
小
作
に
渡
さ
れ
、

二
三
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
二
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
）
が
村
内
地
主
の
手
に
保
有

地
と
し
て
残
さ
れ
た
。
こ
の
村
は
、
耕
地
以
外
に
原
野
二
二
・
九
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
全
体
の
一
四
バ
ー
セ
ソ
ト
）
と
山
林
四
〇
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
林
の
六
八
バ
ー
セ
ソ
ト
）
、

）％戸

■
　
●

位単（）地宮（成構家農ｕ易乍イ」自２表

作

５
７
２

ｏ
ｏ
Ｆ
ｏ
７

７

９
ｎ
６
０

、

４

２

１
作

８
６
４

５
何
６
４

自
［
’

、

０
２
１
↓

４

３

■
作
、

５
Ｅ
ｏ
Ｏ

５
２
ｏ
ｏ

４

Ｆ
ｏ
０
８

１

１
・
一
８
ｏ
ｏ

自

２
ｏ
ｏ
２

１
作

ｏ
０
７
．
２

ｏ
０
１
・
一
１
・
一

４
５
９

１

１

ｏ
０
７
‘
Ｏ
Ｊ

自

１
１
一
Ｆ
０
（
０

１
数

０
０
０

家

（
Ｏ
Ｆ
Ｏ

８

一
Ｌ
Ｕ
７
‘
７
‘

■
　
　
●
　
　
●
０
０
０

農
２
り
＾

２

０

０
０

１
↓
１
■
１
↓

総
１

分

７
‘
Ｏ

５

７

Ｏ

５

ｏ
Ｏ
Ｆ
０
７
‘

０
０
一
Ｌ
０
７
‘

Ｏ
）
Ｏ
Ｊ
０
リ

０
）
Ｏ
ｕ
Ｏ
）

１
■
１
１
‘
１
１
一

１
↓
１
■
１
■

区

実
数

構
成
比

に料資の場役村地宮旧○時査調年４５９１
，ま…字数の年７３９１１注〔

○るよ

○るよにスサンセ業農は字数の年
７
５

１
９，

年
５
０

１
９

２
．

宅
地
四
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
二
七
バ
ー
セ
ソ
ト
）
を
も

地
主
よ
り
買
収
し
、
村
民

　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
売
り
渡
し
て
い
る
。
し

か
し
、
農
地
改
革
が
完
了

し
て
し
ま
う
と
、
農
民
組

合
は
活
動
目
標
を
見
失
い
、

有
名
無
実
と
な
っ
て
い
っ

た
。　

表
２
に
よ
る
と
、
自
作

農
は
改
革
前
の
四
八
戸
か

ら
改
革
後
の
一
五
七
戸
へ



三
倍
増
と
な
り
、
純
小
作
農
は
七
五
戸
か
ら
七
戸
へ
と
一
〇
分
の
一
に

滅
少
し
た
。
改
革
時
、
構
成
比
で
五
七
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
っ
た
白
作
農

は
、
そ
の
後
も
増
加
し
続
け
、
七
五
年
に
は
六
九
パ
ー
セ
ソ
ト
と
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
白
作
・
小
作
の
構
成
比
は
、
こ
の
二
五
年
間
に
四

・
七
パ
ー
セ
ソ
ト
か
ら
二
・
一
バ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
て
い
る
。
改
革

直
後
は
、
「
小
作
か
ら
地
主
に
対
し
て
は
、
言
い
た
い
こ
と
も
言
え
な
い

気
風
」
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
そ
う
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
小
作
料
は
現
在
、
二
等
地
で
一
〇
ア
ー
ル
当
り
四
、
三
〇
〇
円
が
相

場
に
な
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
所
有
権
と
耕
作
権
の
割
合
が
六
対
四

か
ら
五
対
五
に
変
り
、
七
六
年
春
の
売
買
例
で
は
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り

二
〇
〇
万
円
の
土
地
が
地
主
小
作
問
で
は
一
〇
〇
万
円
で
売
買
さ
れ
て

い
る
。
現
在
で
も
純
小
作
農
が
二
戸
あ
る
が
、
二
人
と
も
村
外
の
工
場

へ
勤
め
に
出
て
い
て
、
共
に
三
〇
ア
ー
ル
程
度
を
、
　
「
安
い
小
作
料
な

ら
田
を
買
う
よ
り
借
り
得
だ
。
」
と
い
っ
て
耕
作
し
て
い
る
。

　
（
１
）
揖
斐
郡
宮
地
村
農
地
委
員
会
「
農
地
売
渡
計
画
書
」
（
一
九
五
二

　
　
　
年
）
。

　
　
２
農
民
層
の
分
解

　
　
　
ｏ
ｏ
　
農
家
の
階
層
区
分

　
表
３
に
よ
っ
て
経
営
耕
地
規
模
別
農
家
構
成
の
推
移
を
み
る
と
、
こ

　
　
　
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）

●

）％戸位単（）地官（成構家農リ男模規地耕営経３表

ａ

０
ｈ
上
５
・
以

一
一
一
一

一
一
一

Ｏ
（
Ｕ

．
～
．

一
一
一
１

一
一
１
４

３
　
５

０

１

Ｅ
ｏ
　
Ｏ

．
～
・

一
一
一
一

一
一
一

２
　
３

、

〇
　
一
Ｌ
ｏ

１
つ
Ｕ
７
５

１
■
Ｅ
り
８

‘
～
２
２
．

Ｌ
２
１

１

５
　
０

○
り
ん
７
７
‘

ｏ
ｏ
０
１
■

‘
～
．

１
↓
１
↓
１
１
一
１
■

１
↓
　
ｎ
６

４
一
６
６

（
）
　
貢
Ｊ

（
０
７
‘
６
０

〇
一
０
２

．
～
．

８
ｏ
ｏ
７
７
．

１
■
　
１
上

０
７
Ｆ
ｏ

つ
ｏ
２
９
＾

７
　
０

５
つ
ｏ
０
４

０
Ｊ
Ｏ
Ｕ
’
Ｕ

．
～
．

７
７
’
７
７
‘

０
　
１
↓

「
■
リ
４
’
ｏ

ｎ
乙
り
ん
ｎ
乙

５
　
７
’

９
３
８
４

ｎ
乙
５
（
ｚ

．
～
．

３
４
り
ｏ
ｎ
ｏ

０
　
０

５
一
３
・
２
．

１
↓
１
■
１
■

Ｑ
Ｕ
　
一
Ｌ
Ｏ

７
‘
一
，
ｏ
０
１
■

４
２
７
‘

・
～
　
　
．

３
Ｑ
Ｊ
４
４

（
Ｕ
　
Ｏ

２
４
４
．

１
■
１
■
１
■

ａ

鴇

　
　
１
ｏ
ｏ
４
ｏ
Ｕ

Ｆ
０
Ｑ
Ｊ
２
（
ｏ

３
９
ん
３
３

０
．
１
．
２

１
■
１
■
１
■

、

外
定

例
規

一
一
－
一

一
ノ
一

０

、

数
．

ｏ
ｏ
ｎ
６
１
８

Ｏ
Ｏ
Ｏ

８
８
８
７

２
２
（
■
一
ｎ
ｚ

Ｏ
Ｏ
（
）

Ｏ
Ｏ
（
Ｕ

総

１
■
１
■
１
↓

分

Ｏ
〔
Ｊ
０
「
ｏ

［
Ｏ
（
Ｕ
一
Ｌ
Ｏ

只
Ｕ
Ｃ
Ｕ
７
‘
７
‘

（
０
７
‘
７

０
）
Ｏ
）
０
）
０
Ｊ

Ｏ
Ｊ
Ｏ
ワ
Ｏ
）

１
↓
１
上
１
↓
１
↓

１
↓
１
■
１
■

区

実
数
構
成
比

１
○るよにスサンセもと年各〕料資〔

の
一
五
年
問
に
○
・
五
ヘ

ク
タ
ｉ
ル
末
満
層
は
、
七

二
戸
か
ら
七
七
戸
へ
五
戸

増
加
し
、
ま
た
一
・
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
層
も
一
一

戸
か
ら
二
三
戸
へ
一
二
戸

増
え
て
い
る
。
反
面
、
○

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
一

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
は
、

二
〇
〇
戸
か
ら
一
七
八
戸

へ
二
二
戸
減
少
し
て
い
る
。

つ
ま
り
中
規
模
経
営
が
減

少
し
て
、
両
極
が
増
加
し

て
い
る
。

　
七
五
年
に
な
っ
て
三
～

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
家
が

二
戸
だ
け
飛
び
出
し
て
現

れ
て
き
た
。
こ
の
農
家
は

請
負
耕
作
に
よ
っ
て
規
模

八
三
（
五
二
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

）％戸

■
　
●

位単（）地宮（成構家農ｕ易模挽額金売販物産農４表
万
上

・

一

一

一

一

．

ｏ
ｏ
以

川
円
１

１缶
一

一

‘
１

一
４
０
一

７
０
１
，

１荒
一

一

一
０
１

．
６
３

０
３

１塩
．

－
４

５
４
１

８
１

■

０
２

１塩
．

一
１
２

２
１

５
７
一

３
４
・

０
１

１
０

６
　
ｏ
リ
　
ー
　
４

２
４
一

一
１
０

８
　
４
　
１

５
１

〇
一

５
一

０
３

Ｆ
〇
　
一
」
Ｕ
　
■

円
満

１

９

２

１
７
２
一

５
一

万

４
　
（
ｏ
　
９
　
７
‘

２

１

５
一

３
０
未
－

３
２

売
し

６

４

３

５

２

０

３
　
２
，
２
　
２

８
一
９
・

販
た

１
数

３
８

２
８

１
８

８
７

Ｏ
〇
一

家
２
　
ｎ
ｚ
　
（
ｚ
　
ｎ
６

〇
一
〇
一

農

０
１

０
１

総
■

分

０

５

０

５

０

５

（
ｏ
　
＾
ｏ
　
７
　
７
１
０
リ
　
０
〃
　
Ｏ
Ｊ
　
０
）
１
↓
　
１
↓
　
１
↓
　
１
↓

７
‘
　
７
Ｉ
Ｏ
）
　
Ｏ
リ

■

１
↓
　
１
↓
　
一
　
■

区

実

数
構
成
比
一

○るよにスサンセもと年各〕料資〔

拡
大
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
経
営
実
態
に
っ
い
て
は
あ

と
で
検
討
す
る
。

　
農
産
物
販
売
金
額
規
模
別
農

家
構
成
は
表
４
の
と
お
り
で
あ

る
、
農
協
の
組
合
長
と
参
事
は
、

「
農
産
物
販
売
金
額
で
三
〇
〇

万
円
な
い
と
農
業
だ
げ
で
は
生

活
で
き
な
い
。
」
と
い
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
基
準
と
し
て
農
家

の
階
層
構
成
を
み
れ
ば
、
中
農

下
層
に
は
、
二
〇
〇
～
三
〇
〇

万
円
の
販
売
規
模
五
戸
（
一
・

八
バ
ー
セ
ソ
ト
）
が
該
当
す
る
。

そ
れ
以
上
の
中
農
上
層
が
一
一

戸
（
四
パ
ー
セ
ソ
ト
）
、
　
二
〇
〇

万
円
以
下
三
〇
万
円
ま
で
の
貧

農
１
１
半
プ
ロ
層
が
ニ
ハ
六
戸

（
六
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
）
、
三
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
五
二
二
）

以
下
の
農
村
労
働
者
層
は
、
九
六
戸
（
三
五
バ
ー
セ
ソ
ト
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
閉
　
下
向
局
面
の
実
態

　
表
５
か
ら
農
家
人
口
と
農
業
就
業
人
口
の
推
移
を
み
て
み
よ
う
。
一

）％人位単（）地宮（口人業就
．
業農叫人家農５表

戸
業
口

口

１
農
人

家
り
業

一
』
｛

一
一

１
↓
１
■

人
農
当
就女

一
５
６
８
７

業

Ｑ
Ｕ
り
ム

１
↓
７
‘
５
一
６
一

（
Ｏ
（
Ｏ

１

就

男

一
９
１
４
３
１
↓
１
■

０
リ
ｏ
０
４
．
３
一

業

ｏ
ｏ
ｑ
Ｕ

農

計女

一
４
７
３
０

一
Ｌ
Ｕ
４

Ｏ
０
０
一
〇
一

男

０
（
）
１
↓
１
■

当
帯

１
・
一
〇
）
ｏ
Ｏ

戸
世
数

５
・
４
一
４
・

一
一

口

一
り
員

女

一
Ｌ
０
１
↓
７
‘
２
０
７

人

７
７
ハ
ｏ

３
（
Ｕ
〇
一
－
一

Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ｏ

４
ｎ
６
１
１
ｎ
Ｚ
Ｏ
）
Ｆ
０
７
‘
（
Ｏ
（
０

７
１
（
Ｕ

家

男

３
．
９
一
４
４

農

数
９
３
８
４
ｏ
）
ｎ
６

４
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

０
０
０
一
〇
一

，
　
　
　
，

，

総

１
■
１
１
一
１
↓

（
Ｕ
０
１
↓
１
■

分

Ｏ
〔
●
Ｆ
ｏ
＾
Ｏ
＾
０
７
‘
Ｏ
ｕ
Ｏ
）
Ｏ
Ｊ

一
Ｌ
Ｏ
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｕ
７
‘
Ｏ
Ｊ
Ｏ
リ

１
↓
１
↓
１
↓

１
↓
１
↓

区

実
数

構
成
比

　
の

　
業

　
兼

　
と

　
業

　
農
。

　
家
る

　
自
あ

　
び
で

　
及
員

　
員
帯

　
帯
世

　
世
い

　
た
多

　
し
が

　
事
方

　
従
の

　
に
数

　
み
目

　
の
事

　
業
従

。
農
の

る
家
業

よ
自
農

に
間
家

ス
年
自

サ
は
が

ン
と
た

セ
ロ
し

も
人
事

と
業
従

年
就
に

各
業
方

　
農
双

〕
料
〕

資
注

〔
　
〔

九
六
〇
～
七
五
年
に
か

け
て
農
家
人
口
は
漸
減

し
、
二
ロ
ノ
当
り
の
世
帯

員
数
は
、
五
・
一
人
か

ら
四
・
八
人
と
な
っ
た
。

　
農
業
就
業
人
口
の
減

少
は
い
ち
じ
る
し
く
、

最
近
の
五
年
問
で
五
四

七
人
か
ら
四
三
〇
人
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

て
農
家
二
戸
当
り
の
農

業
就
業
人
口
は
、
こ
の

一
〇
年
問
で
一
・
九
人

か
ら
一
・
五
人
に
減
少

し
た
。
男
女
の
比
率
は
、

七
五
年
ｒ
男
子
一
に
対



し
女
子
は
二
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
女
子
の
就
業
人
口
の
う
ち
六
〇
歳

以
上
が
三
五
バ
ー
セ
ソ
ト
を
し
め
て
い
て
農
業
就
業
人
口
の
老
掃
化
が

著
し
い
。

　
表
６
に
よ
れ
ぱ
、
一
九
六
〇
年
以
降
の
総
農
家
数
の
減
少
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
い
が
、
専
兼
別
構
成
の
変
化
は
き
わ
め
て
い
ち
じ
る
し
い

　
専
業
農
家
は
、
こ
の
一
五
年
問
で
一
一
四
戸
か
ら
一
〇
戸
に
激
減
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
七
五
年
セ
ソ
サ
ス

）％戸

●
　
●

位単（）地官（成構家農ｕ易業兼専６表

種
業
６
５

２
１

３
７
１

６
３

８

９

家

２

１

２

第
兼

９
一
１

４
・
８

－

農
種
業１

３
■
■
１

４
５

７
７

２
３

１

９
９
一

５
１

業
第
兼

３

１

、

兼

数
９
６
１

６
６

０
５

８
６

７

４

２

２

２

総

９
一
５

６
一
９

家農

４
１
１

６
１

１
３

０
１

３
０
．

６

業

３
・

４

専数家

３
８

２
８

１
８
２

８
７

農

２

２

２
０
０
１

０
０
１

総分

０
６

５
６

０
７

５
７

０
６

９
１

９
１

９
１

９
１

９
１

５
７
９

１

区

実

数

構
成
比

令年産生子男「帯世
子
ん

母
サ

齢
ン

　
セ

堵
年

司
蝸

３
１

ち
上

う
帯

の
世

戸
い

１
０
な

家
い

農
の

業
口

専
人注〔

は
、
こ
の
専
業
農
家
一

　
　
　
　
　
（
１
）

〇
一
ロ
ダ
の
う
ち
三
一
戸
が
、

「
男
子
生
産
年
齢
人
口

の
い
な
い
世
帯
」
、
す

な
わ
ち
老
齢
世
帯
か
母

子
世
帯
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
三

戸
を
除
く
と
、
ま
と
も

な
専
業
農
家
の
割
合
は
、

三
・
六
パ
ー
セ
ソ
ト
で

な
く
、
二
・
五
パ
ー
セ

　
　
　
　
　
（
２
）

ソ
ト
に
減
少
す
る
。

「
高
度
成
長
」
期
に
お
け
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）

）％人位単（）地宮（者事従ｕ牙類種業兼７表 出
ぎ
」
雇
に
せ
雇
時
率
主
か
日
臨
の

一
一

ｈ
６
　
　
１
皿
皿

営
業
自
兼

２
６
３
４

Ｏ
　
　
０
５
　
６
一

日
臨
に
，
雇
主
雇
時

３
１
２
７

０
　
　
８
６
．
４
・

女 出
ぎ
に
せ
主
か

１
一

恒
勤
に
的
主
常
務

２
８
４
２
１
■
　
　
１
■

ｏ
ｏ
　
　
０
４
　
５
一
９
山
　
り
ん

数
人
実

８
５
０
２
１
　
　
ｎ
６

０
Ｊ
　
　
（
０
３
５
３
５

営
業
自
兼

４
５
７
６

７
　
　
４
８
・
皿

６
０
４
７

（
０
　
　
ｎ
Ｏ
ｕ
＆

男

２
一

ユ
一
〇

２
７
５
２
２
　
　
２

０
　
　
４
４
一
４
一
４
　
　
４

数
人
実

３
１
６
６
Ｑ
，
Ｕ
　
ｏ
ｏ

１
１
　
４
弘
阯

轍
備

１
６
６
８
一
」
Ｕ
　
　
Ｅ
Ｕ

Ｏ
　
　
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
１
■
　
　
１
■

分
区

７
０
７
５
１
９
１
９

７
０
７
５
１
９
１
９

実
数

構
成
比

○るよにスサンセもと年各〕料資〔

八
五

　
専
業
農
家
の
激
減
ぱ
か
り
で

は
な
く
、
第
一
種
兼
業
農
家
も

こ
の
一
五
年
間
に
一
二
二
戸
か

ら
三
二
戸
へ
三
分
の
一
と
な
っ

た
。
逆
に
１
第
二
種
兼
業
農
家
は
、

五
六
戸
か
ら
二
三
六
戸
へ
四
倍

増
し
て
い
る
。
一
五
年
前
に
は
、

全
体
の
二
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
で
あ

っ
た
第
二
種
兼
業
農
家
が
七
五

年
に
は
、
構
成
比
で
八
五
バ
ー

セ
ソ
ト
を
占
め
て
い
る
。
そ
し

て
第
二
種
兼
業
農
家
の
八
九
パ

ー
セ
ソ
ト
に
当
る
一
七
五
戸
が

恒
常
的
職
員
・
賃
労
働
勤
務
に

従
事
し
て
い
る
。
一
五
年
前
の

六
〇
年
に
は
、
恒
常
的
勤
務
の

農
家
は
、
三
三
戸
で
あ
っ
た
か

ら
五
倍
に
。
激
増
し
た
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
農
業
を
主
と
し
て

（
五
二
三
）



　
　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

　
生
活
し
て
い
る
農
家
は
珍
し
く
な
り
、
農
業
は
副
業
化
し
た
と
い
う
こ

、
と
で
あ
る
。

　
　
表
７
に
よ
れ
ば
、
七
五
年
セ
ソ
サ
ス
で
は
恒
常
的
勤
務
者
は
、
男
女
合

　
わ
せ
て
三
九
四
人
と
、
農
家
二
戸
に
っ
き
三
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
セ
ソ
サ
ス
に
、
　
「
農
業
に
も
従
事
す
る
が
、
主
と
し
て
他
産
業
兼
業

　
に
で
る
も
の
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
一
九
六
〇
年
、
一
一
六
人
で
あ

　
っ
た
兼
業
を
主
と
す
る
男
子
は
、
一
五
年
後
の
現
在
三
二
八
人
と
三
倍

増
化
し
た
。
農
業
に
従
事
し
っ
っ
他
産
業
に
働
き
に
出
る
女
子
は
、
こ

　
の
一
五
年
聞
に
一
五
人
か
ら
一
七
四
人
へ
と
一
一
倍
増
を
示
し
て
い

　
る
。
こ
の
う
ち
過
半
数
の
一
〇
〇
人
ち
か
い
農
家
の
婦
人
が
「
日
東
あ

　
　
（
３
）

　
ら
れ
」
工
場
へ
勤
め
て
い
る
。
こ
の
あ
ら
れ
会
杜
は
、
合
併
さ
れ
た
池

　
田
町
を
は
じ
め
揖
斐
郡
内
で
六
工
場
を
経
営
し
て
い
る
。
婦
人
の
一
ケ

　
月
の
手
取
り
は
、
平
均
六
万
円
で
あ
る
。

　
　
　
　
岬
　
上
向
局
面
の
実
態

　
　
表
８
に
よ
る
と
、
無
償
の
手
伝
い
は
、
こ
の
一
〇
年
間
で
延
人
数
が

　
一
八
五
人
か
ら
八
二
人
へ
と
大
巾
に
減
少
し
て
い
る
。
っ
ぎ
に
農
業
の

　
臨
時
雇
を
み
て
み
る
と
雇
入
れ
た
農
家
数
は
、
こ
の
一
〇
年
問
で
四
七

　
戸
か
ら
二
六
戸
へ
と
減
少
し
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ロ
ダ
当
り

　
の
延
人
数
で
は
、
九
・
三
人
か
ら
二
七
・
五
人
へ
と
三
倍
増
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
五
二
四
）

二
戸
当
り
の
臨
時
雇
が
増
え
た
理
由
は
、
茶
摘
み
作
業
の
増
大
に
よ
る
。

茶
摘
み
は
、
八
八
夜
過
ぎ
の
一
週
問
か
ら
一
〇
目
間
、
生
葉
を
手
摘
み

し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
　
一
目
か
か
っ
て
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
五
キ
ロ

）人戸

●
　
■

位単（）地宮（業作負請び及働労用雇業農８表

業
わ
数

％

作
負
家

．
４
６

１
５

■
６

１

稲
請
農

３
Ｌ

２

２

水
の
せ

数

人

人
５
８
１

３
５
１

２
８

１
５
一

６

８

、
し

べ

９
６
一

伝
延
１

れ
数

％

入
家

６
３

（
ｏ
　
２

８

手

１

１

げ
農

２
一
１

７
５
一

３
４
．

受
た

、
し

数

　
■
２
　
４

人

人
７
９

９

５

ゆ

４

８

べ

６
一
〇
一
　
１

０
７
一

延
‘

替
れ
数

％

問
入
家

４
　
４
　
２

０
　
４
　
３

１

１

手
げ
農

５
１
一
４
・

，受
た

．
数

人

雇

人
６
３

８
１

６
１
７

３
９

０

５

時

べ

４

８

６
一
７
一

１

２

臨
延
－

業
た
数

％

繁 ７
４

１
５

６
２

４
６
一

２

４

農

１

雇
農

５
０
　
〔
Ｕ

分

貢
Ｕ
　
０

５
７

６
　
７

７

６
９
１

７

○
リ
　
Ｏ
Ｕ

１

１

数
る
よ
当
数

家
す
お
戸
人

区

実

数

農
対
合
一
延

総
に
割
び
り

０るよにスサンセもと年各〕料資〔

グ
ラ
ム
の
手
摘
み
人
夫
賃

は
、
中
老
年
の
婦
人
で
二

〇
〇
〇
円
か
ら
二
五
〇
〇

円
が
相
場
で
あ
る
。

　
　
〔
茶
の
専
業
農
家
Ｕ

　
　
氏
の
経
営
実
態
〕

　
宮
地
で
最
大
の
茶
畑
一

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
経
営

す
る
専
業
農
家
Ｕ
氏
は
、

六
月
の
一
番
茶
だ
げ
で
生

葉
を
七
〇
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
採
取
す
る
。
七
六
年
度

は
、
茶
摘
み
に
二
三
人
の

七
目
問
ニ
ハ
一
人
目
と
、

茶
刈
り
に
二
人
の
二
〇
目

問
四
〇
人
目
、
計
二
〇
一



月３年
７
６

１
９覧一支収の氏Ｕ家農業専の茶９表

訳内費却消価減部の出支部の入収

　
）
　
）

０
　
０
　
　
０

８
　
４
　
　
４

’
ｏ
　
ｑ
Ｕ
　
３

（
）
　
Ｏ
　
　
０

３
　
７
　
　
６

１
↓
　
（
　
（

物
矧
勧

建
に
物

－
一

　
）
　
、
’
　
）
　
）

７
‘
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
（
Ｕ
　
７

ｎ
６
　
０
　
　
５
　
０
　
７

ｑ
）
　
’
ｏ
　
４
　
０
　
Ｑ
０

７
　
３
　
０
　
１
　
２

８
　
９
　
　
４
　
（
ｏ
　
９

４
　
（
　
１
↓
　
ユ
　
（

　
　
（
　
（

具
↓
の
醐
醐

機
タ
イ

農
ク
バ

靹
ラ
ソ

車
い
↑
幡
鰹

２

４７２８
５
１品備械機場工

３
一

８３８２９１

５８０１３９２

０
Ｆ
ｏ

３９２１

５６５５８２

０３７４０１

８８６２０１

１８８６３１１

２２７３５１

Ｏ０５７３３

３６９０８

０４５２１

５６４３６１
一
■
ｏ

Ｏ００６１

０９６９０４

Ｏ
．
ｏ

５１３

課
薬
料
費
費
金
費
料
費
費
費
費
費
費
費

公
農
　
熱
繍
却
引
良
待
車

税
料
材
繕
砿
輔
用
蝸
信
舳
動
料

租
肥
諸
修
動
農
減
利
雇
土
通
交
自
燃
雑

４６８７３９

０７６６０２

１６４７８１５

８４６２３

灘
鴛

分
５
消
１
２

売
４
，
家

販
ａ
自

の
９
３米

　
米
茶
梅

３４６４６３６

ＯＯ０２６１

００４１４２

　
首
末

　
期
期

計　
卸
卸

　
棚
棚

１８８６３ーユ計２７５２３７５計３４２５８２，６計

　
９
　
２
　
３

　
７

　
１
６

　
△

　
１
昌

　
７
）

　
｛
与

）
５
２
給

臓
５
者

　
レ
従

〃
博

帥
脳
ｍ

岐
渚

螂
ト

）
５
，
６
７

入
２
８
２
，

収
６
・
５
５

（

「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）

人
日
を
雇
入
れ
た
。
茶
工
場
は
、
家
族
だ
け
で
管
理
し
て
い
る
。
Ｕ

氏
の
家
族
構
成
は
、
両
親
、
夫
掃
、
子
供
三
人
の
七
人
で
あ
る
。
農

業
専
従
は
、
父
と
本
人
で
二
人
、
母
と
妻
で
一
・
五
人
分
、
計
三
・

五
人
で
あ
る
。

　
一
九
六
三
年
、
蚕
糸
の
値
下
り
を
契
機
に
桑
畑
一
一
〇
ア
ー
ル
の

う
ち
か
ら
三
〇
ア
ー
ル
を
茶
畑
に
改
植
し
た
。
六
八
年
、
農
地
解
放

時
四
〇
〇
円
で
売
り
渡
し
た
原
野
一
〇
ア
ー
ル
を
五
万
八
○
○
○
円

で
買
い
も
ど
し
、
さ
ら
に
四
〇
ア
ー
ル
を
二
回
に
わ
け
て
約
九
八
万

円
で
購
入
し
、
茶
畑
を
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
し
た
。
七
〇
年
に
は

現
状
の
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
増
植
し
た
。
水
田
は
、
以
前
か
ら

九
〇
ア
ー
ル
経
営
し
て
い
る
。

　
表
９
に
よ
れ
ぱ
、
建
物
（
工
場
．
物
置
）
、
車
靹
農
機
具
、
工
場
機

械
備
品
の
減
価
償
却
費
は
、
七
五
年
度
、
一
一
三
万
六
八
八
一
円
で

あ
っ
た
。
支
出
の
部
の
土
地
改
良
費
に
は
、
茶
畑
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
灌
概
に
要
す
る
年
問
五
万
四
〇
〇
〇
円
の
負
担
金
を
含
ん
で
い
る
。

利
子
割
引
料
の
中
に
は
、
農
協
か
ら
借
り
て
い
る
年
問
営
農
資
金
、

二
〇
〇
万
円
の
利
子
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
表
９
の
茶
園
経
営
農
家
収
支
一
覧
表
の
、
販
売
金
額
か
ら
諸
経
費

を
差
し
ひ
い
た
残
額
五
五
万
二
六
七
一
円
で
は
、
一
人
分
の
専
従
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
五
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

給
与
七
二
万
円
も
支
払
え
ず
、
差
額
の
一
六
万
七
三
二
九
円
を
赤
字
と

し
て
中
告
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
肥
料
農
薬
代
と
燃
料
費
が
過
大

に
計
上
さ
れ
て
お
り
、
農
業
所
得
は
一
四
〇
万
円
程
だ
っ
た
。
そ
れ
で

も
男
子
の
専
従
者
給
与
二
人
分
に
は
満
た
な
い
。

　
Ｕ
氏
は
、
す
で
に
茶
畑
の
八
割
ま
で
を
上
級
品
種
に
改
植
し
た
。
な

普
な
ら
主
産
地
奨
励
に
よ
っ
て
九
州
の
宮
崎
県
や
鹿
児
島
県
で
は
、
五

〇
～
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
茶
畑
が
新
し
く
形
成
さ
れ
、
そ
の
地
域
は

は
じ
め
か
ら
上
級
品
種
を
栽
培
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
～
三
年
後

に
は
改
植
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、
売
上
は
一
〇
〇
〇
万
円
に
達
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
頃
に
は
、
茶
工
場
の
代
替
期
に
き
て
い
る

機
械
が
よ
り
値
上
り
し
、
新
設
費
が
一
〇
〇
〇
万
円
か
二
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
同
じ
部
落
で
農
地
転
用
の
で
き
な
い
耕
地
を
一
〇
ア
ー
ル

当
り
三
〇
〇
万
円
で
七
〇
ア
ー
ル
不
動
産
屋
が
売
り
に
出
し
て
い
る
が
、

高
す
ぎ
て
買
え
な
い
。
現
在
動
く
地
価
は
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
二
五
〇

万
円
で
あ
る
。

　
　
　
レ
り
　
請
負
耕
作
農
家
の
実
態

　
七
六
年
八
月
現
在
、
専
業
農
家
丁
氏
の
家
族
は
、
農
業
専
従
者
と
し

て
夫
婦
二
人
、
子
供
が
高
三
の
男
子
、
小
四
の
女
子
と
い
う
四
人
の
構

成
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
（
五
二
六
）

　
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
、
丁
氏
は
「
賃
耕
の
希
望
者
を
募
る
」

と
い
う
新
聞
の
折
込
広
告
を
揖
斐
郡
西
部
と
羽
島
市
全
域
に
各
一
五
〇

〇
枚
、
計
三
〇
〇
〇
枚
を
配
布
し
た
。
こ
の
年
、
羽
島
で
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
揖
斐
で
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
合
計
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
部
分
請
負
か
ら
受

託
経
営
が
始
ま
っ
た
。
七
〇
年
に
米
の
生
産
調
整
が
行
た
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
、
羽
島
市
江
吉
良
農
協
か
ら
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
と
め
て
休

、
耕
田
の
管
理
依
頼
を
う
げ
た
。
夏
期
に
二
回
耕
起
し
て
一
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
五
〇
万
円
の
収
入
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
三
年
間
続
け
、
七
三
年
に

は
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
農
協
を
仲
介
と
し
た
全
面
請
負
耕
作
に
移
行
し

た
。
七
六
年
現
在
で
は
七
〇
ア
ー
ル
減
少
し
て
江
吉
良
地
区
の
機
織
業

二
〇
軒
か
ら
一
軒
平
均
三
〇
ア
ー
ル
の
水
田
六
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
全

面
請
負
耕
作
し
て
い
る
。
さ
ら
に
揖
斐
郡
西
部
で
全
面
請
負
が
一
・
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
自
作
の
○
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
加
え
た
合
計
八
・
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
経
営
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
部
分
請
負
耕
作
と
し
て
揖
斐

郡
で
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
羽
島
市
で
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
安
八
郡
墨
俣

町
で
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
合
計
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
賃
耕
し
て
い
る
。

　
請
負
契
約
に
つ
い
て
は
、
羽
島
市
農
協
江
吉
良
支
店
が
仲
介
し
、
代

行
し
て
い
る
。
江
吉
良
支
店
と
個
々
の
農
家
と
の
問
に
は
、
一
年
間
ご

と
の
契
約
書
が
か
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
農
協
と
請
負
耕
作
老
丁
氏
と
の
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０
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０
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０

　
０
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出
７
８

支
６
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一

　
０
　
０
　
０

）
９
０

入
｛

収
ｕ（

「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）

問
に
は
、
書
類
は
か
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
江
吉
良
支
店
独
自
の

事
業
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
地
域
で
は
、
丁
氏
と

個
々
の
農
民
と
の
問
で
相
対
の
契
約
を
か
わ
し
て
い
る
。

　
西
濃
の
北
部
に
あ
た
る
揖
斐
地
区
は
、
南
部
の
羽
島
地
区
と

比
較
し
、
農
繁
期
が
春
は
半
月
、
秋
は
一
月
早
い
。
揖
斐
の
農

作
業
を
早
く
片
付
げ
て
か
ら
南
方
の
墨
俣
、
羽
島
へ
向
う
。
二

六
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
、
一
〇
馬
力
の
コ
ソ
バ
イ
ソ
を
ト
ラ
ッ

ク
で
請
負
耕
作
地
へ
運
搬
す
る
。

　
二
六
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
七
五
年
に
一
七
〇
万
円
で
購

入
し
た
が
、
一
目
当
り
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
耕
起
す
る
。
耐
用

年
数
四
年
と
Ｌ
て
年
償
却
費
四
三
万
円
で
あ
る
。
そ
の
他
表
１
０

の
ご
と
く
コ
ソ
バ
イ
ソ
・
乾
燥
機
・
田
植
機
・
ト
ラ
ッ
ク
・
倉

庫
な
ど
の
償
却
費
を
含
め
て
、
七
五
年
度
の
減
価
償
却
費
は
一

五
五
万
円
と
な
っ
た
。

　
七
五
年
は
、
苗
を
移
植
す
る
の
が
お
く
れ
、
黄
ば
ん
だ
た
め
、

一
〇
ア
ー
ル
当
り
五
・
五
俵
し
か
穫
れ
な
か
っ
た
。
八
．
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
収
穫
量
四
六
八
俵
の
売
上
高
は
、
七
二
五
万
円
で

あ
っ
た
。

　
全
面
請
負
耕
作
の
小
作
料
は
、
羽
島
で
は
農
協
江
吉
良
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
五
二
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

へ
一
括
し
て
支
払
う
。
耕
作
条
件
の
良
・
不
良
に
よ
っ
て
小
作
料
を
一

〇
ア
ー
ル
当
り
、
上
は
二
俵
分
（
三
万
一
〇
〇
〇
円
）
、
中
は
一
・
五
俵

分
（
二
万
三
五
〇
〇
円
）
、
下
は
一
俵
分
（
一
万
五
五
〇
〇
円
）
の
三
段
階
に

分
げ
て
い
る
。
七
五
年
は
農
協
手
数
料
九
万
円
（
六
バ
「
セ
ソ
ト
）
を
加

え
て
全
額
一
六
〇
万
円
を
小
作
料
と
し
て
支
払
っ
た
。

　
揖
斐
郡
で
は
小
作
料
は
物
納
で
あ
り
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り
一
・
五
康

と
一
定
し
て
い
る
。
七
五
年
度
は
丁
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
と
し
て
二
〇

俵
を
小
作
料
に
充
当
し
た
。
部
分
請
負
の
賃
耕
代
金
と
し
て
は
、
春
の

耕
起
・
代
か
き
、
秋
の
刈
取
・
脱
穀
と
も
七
〇
年
頃
は
一
〇
ア
ー
ル
当

り
七
〇
〇
〇
円
だ
っ
た
の
が
、
オ
イ
ル
シ
ヨ
ツ
ク
で
一
万
円
と
な
り
、

七
五
年
は
一
万
三
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

　
七
五
年
度
春
の
賃
耕
代
金
は
、
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
で
三
一
〇
万
円
、

秋
の
賃
耕
代
金
は
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
一
二
四
万
円
、
計
四
三
四
万
円

の
収
入
が
あ
っ
た
。
部
分
請
負
も
羽
島
農
協
江
吉
良
支
店
が
仲
介
に
入

り
、
賃
耕
代
金
か
ら
手
数
料
六
バ
ー
セ
ソ
ト
を
差
し
ひ
い
て
い
る
。

　
五
～
六
月
の
農
繁
期
は
、
朝
六
時
か
ら
夜
九
時
迄
実
働
一
六
時
問
の

日
が
続
く
。
ま
た
農
機
具
の
修
理
は
、
部
品
を
取
り
寄
せ
て
白
家
で
整

備
す
る
。
近
く
の
農
機
具
屋
よ
り
も
技
術
的
に
優
れ
て
い
る
と
、
い
わ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
（
五
二
八
）

　
表
１
０
の
ご
と
く
、
七
五
年
度
の
支
出
合
計
は
六
七
八
万
円
で
あ
っ
た
。

収
入
合
計
二
五
九
万
円
と
の
差
額
四
八
○
万
円
が
専
従
者
給
与
に
あ

た
る
。

　
七
五
年
二
月
、
上
記
の
受
託
経
営
農
家
丁
氏
は
、
県
の
農
業
公
杜
を

通
じ
一
〇
ア
ー
ル
の
耕
地
を
三
〇
〇
万
円
で
購
入
す
る
契
約
を
か
わ
し

た
。
し
か
し
地
価
が
坪
当
り
一
万
円
で
は
耕
地
と
し
て
高
価
す
ぎ
、
経

営
拡
大
の
見
通
し
は
、
す
く
な
い
。

（
１
）
　
「
男
子
生
産
年
齢
人
口
の
い
た
い
」
専
業
農
家
三
戸
の
実
態
は
次
の

　
　
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
◎
　
七
五
年
セ
ソ
サ
ス
直
後
、
八
六
歳
の
独
居
老
人
は
火
事
で
焼
死

　
　
し
、
つ
づ
い
て
す
で
に
病
気
で
入
院
し
て
い
た
妻
も
死
亡
し
、
残
さ
れ

　
　
た
二
ニ
ア
ー
ル
の
田
は
本
家
が
面
倒
を
み
て
い
る
。

　
　
　
◎
　
主
人
が
死
亡
し
て
三
年
、
六
六
歳
の
寡
婦
は
、
娘
と
八
三
ア
ー

　
　
ル
を
耕
作
し
て
い
る
。
七
六
年
七
月
か
ら
寡
婦
は
入
院
し
た
。
四
五
歳

　
　
に
な
る
長
男
は
、
養
老
で
旅
館
の
番
頭
を
し
て
い
る
。

　
　
　
ゆ
老
人
夫
婦
だ
げ
で
二
〇
ア
ー
ル
を
耕
作
し
、
あ
と
っ
ぎ
は
、
庭

　
　
師
と
た
っ
て
別
居
し
て
い
る
。

（
２
）
岐
阜
県
平
均
で
は
、
専
業
農
家
全
体
の
三
八
バ
ー
セ
ソ
ト
が
、
「
男

　
　
子
生
産
年
齢
人
口
の
い
な
い
世
帯
」
に
あ
た
る
。
岐
阜
県
企
画
部
統
計

　
　
課
、
『
統
苑
』
（
一
九
七
六
年
三
月
号
）

（
３
）
創
業
一
九
四
八
年
、
現
在
資
本
金
五
億
一
ひ
○
○
万
円
。
従
業
員
数

　
　
一
八
六
〇
名
、
年
商
七
六
年
三
月
決
算
で
一
七
五
億
円
。
日
本
製
菓
企



業
一
二
位
に
ラ
ソ
ク
さ
れ
て
い
る
。
米
菓
の
う
ち
”
あ
ら
れ
”
の
製
造

販
売
で
は
日
本
一
位
。
女
子
従
業
員
の
平
均
年
齢
四
〇
歳
、
月
収
七
万

円
（
日
東
あ
ら
れ
『
ご
あ
ん
な
い
』
、
一
九
七
六
年
四
月
）
。

　
　
３
農
業
協
同
組
合

　
　
　
○
ｏ
　
農
協
の
諸
活
動

　
農
協
正
組
合
員
の
資
格
は
、
耕
作
す
る
田
畑
一
〇
ア
ー
ル
と
な
っ
て

お
り
、
セ
ン
サ
ス
で
い
う
農
家
よ
り
経
営
耕
地
面
積
で
五
ア
ー
ル
多
い
。

そ
の
上
、
農
業
従
事
日
数
九
〇
日
以
上
と
規
制
が
つ
い
て
い
る
。

　
一
九
七
五
年
度
組
合
員
三
五
二
人
の
内
訳
は
、
正
組
合
員
が
二
八
Ｏ

人
（
八
○
バ
ー
セ
ソ
ト
）
、
一
般
俸
給
者
を
含
む
準
組
合
員
が
六
五
人
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

八
パ
ー
セ
ソ
ト
）
、
製
茶
組
合
な
ど
団
体
七
組
合
（
ニ
バ
ー
セ
ン
ト
）
と
な

つ
て
い
る
。

　
表
ｕ
に
よ
る
と
、
一
九
五
四
年
当
時
、
一
組
合
員
当
り
の
貯
金
額
は

約
九
万
円
弱
で
あ
っ
た
の
が
、
七
五
年
に
は
二
七
三
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
二
戸
当
り
の
貯
金
額
は
、
全
岐
阜
県
下
八
九
農
協
中
、
二
七

位
で
あ
り
、
平
均
よ
り
上
位
に
あ
る
。

　
七
五
年
度
農
協
の
貸
付
金
お
よ
び
借
入
金
の
中
に
は
、
両
者
と
も
八

四
九
九
万
円
の
政
府
資
金
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
政
府
か
ら
の

農
林
漁
業
資
金
を
そ
の
ま
ま
五
つ
の
製
茶
組
合
、
和
牛
組
合
、
こ
う
し

　
　
　
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）

機
械
化
営
農
ク
ラ
ブ
計
七
団
体
な
ど
に
貸
付
け
て
い
る
。
金
利
は
、
四

バ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

　
農
家
へ
の
近
代
化
賞
金
の
貧
付
は
、
年
々
減
少
し
て
い
る
。
小
型
の

農
用
機
械
で
は
貸
付
対
象
と
な
ら
な
い
。
団
体
む
け
の
大
型
機
械
し
か

）円千人

●
　
●
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６
０
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６
４
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２
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０
２
４
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，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

５
１
４
７
３
１
９
］
５
１
２

貸

１
－
一
Ｑ
Ｕ

１
金

０
４
６
１
↓
ｏ
ｏ

（
Ｕ
８
７
７
‘
り
ん
９
】
■
■
４
’
ｏ
（
ｏ

，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

８
Ｑ
Ｕ
１
Ｆ
ｏ
Ｏ
ｎ
乙
８
０
（
Ｕ
（
ｏ

貯

２
貢
Ｕ
ｏ
リ

１
数

員

１
・
一
０
４
「
ｏ
＾
Ｚ

ｎ
６
４
３
４
一
ｂ

合

ｏ
０
Ｑ
Ｊ
ｏ
ｏ
つ
ｄ
ｏ
，
Ｕ

組
■
ｉ

４
（
Ｕ
５
（
Ｕ
一
ｂ
一
Ｌ
０
（
Ｏ
（
０
７
’
７
１

Ｏ
Ｊ
Ｑ
ｕ
Ｏ
リ
Ｏ
Ｕ
Ｏ
Ｕ
１
■
　
１
上
１
■
　
１
■
　
１
上

る
　
。

よ
た

に
し

書
入

告
加

報
が

算
合

決
組

協
７

農
体

地
団

宮
，

　
、
り

も
か

と
年

年
７
２

各
１
９

１
．
２
．〕注

’
』

九
一

貸
さ
な
く
な
っ
た
。
つ
い
で
貸
付

用
途
は
、
農
家
の
営
農
、
建
築
資

金
や
結
婚
関
連
費
用
が
多
い
。

　
表
１
２
に
よ
っ
て
農
協
販
売
事
業

の
推
移
を
み
て
み
ょ
う
。
ま
ず
一

九
五
四
年
で
”
ま
ゆ
”
が
姿
を
消

し
て
い
る
。
か
わ
っ
て
牛
乳
、
鶏

卵
等
、
畜
産
関
係
が
登
場
し
て
く

る
。
こ
れ
も
六
〇
年
代
で
退
場
す

る
。
飼
料
代
が
あ
が
っ
て
も
、
卵

価
は
あ
が
ら
な
い
。
大
企
業
が
進

出
し
て
き
て
資
力
の
す
く
な
い
農

民
で
は
、
っ
い
て
い
け
な
く
な
っ

た
。
つ
い
で
麦
は
、
七
〇
年
代
を

さ
か
い
に
消
減
し
、
誰
も
が
裏
作

（
五
二
九
）



立
命
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）円千

●
　
●

位単（業事売販の協農地宮
１
２表

ゆ

ｏ
〇
一
一
一
一

３

ま

１
Ｌ茅

一
７
８
一
一
一

８

牛
、０
０
１
７
９
０
一
一

同

Ｆ
〇
一
ｂ
８

９

，
　
　
　
，
　
　
　
，

２
り
＾
１
↓

１

■０
０
１
４
６
４
８
９
一

麦

０
４
ｏ
）
ｏ
ｏ

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

４
５
（
ｏ

、
ぎ

－
一
８
５
０
３
６
７

ね

１
・
一
３
（
ｏ

，
　
　
　
　
，

玉

４
１

、
一
一

一
３
２
９
１

梅

２
一
Ｌ
ｏ

，
　
　
　
　
，

２
４

１
０
６
ｏ
）
６
５

０
１
〇
一
７
（
Ｕ

牛
０
’
ｏ
（
ｏ
’
ｏ
Ｆ
ｏ

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

５
５
１
↓
２
８

１
豚

一
１
２
４
８
８
６
１
０
　
７
Ｉ
Ｏ
）
７
‘
貢
Ｊ

，
　
　
　
，
　
　
　
，

ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
Ｕ

１

－
一
一
４
４
９
１
６
４
　
ｏ
ｏ
ｏ
）
０

茶

，
　
　
　
，

’
Ｏ
Ｆ
Ｏ

２
０

１

１０
８
ｏ
◎
７
ｏ
リ

（
）
９
１
１
２
Ｆ
ｏ

０
１
↓
ｏ
リ
２
Ｅ
ｏ

米

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

ｎ
６
ｎ
ｚ
ｏ
ｏ
７
ｏ
ｏ

１
２
２
５
２１

ｕ４
９
一
「
ｏ
Ｏ
［
ｏ

一
」
Ｕ
６
（
ｏ
７
１
７
‘

Ｏ
）
Ｑ
）
Ｏ
Ｕ
Ｏ
リ
Ｏ
ｕ

１
■
．
１
■
１
■
１
■
１
■

○るよに書告報算決協農地宮むと年各〕料資〔

）ルーア，

戸

●
　
■

位単（移推の業茶
，

地宮
１
３表

０
レ
Ｅ
リ
ノＮ

ト

一

一

一
６

一
』２

数
０
１
、

戸
０
０
１

６
一

一
２
１

５

１

ｕ
易

～
０

５
一
〇
一
　
１

５
－

狭
０
５

３
一

一
４
１

８

７

広
～
Ｏ

２
・
９
一
　
１

積
３
１

面
０
３

穫
～
０

３
２
一

一
９
５

４
９

７
５
一

ｎ
６
４

収
１
ｔ

ル
満－

６
８
一

一
４
５

４

６

ア

２
．
Ｌ
’
ｏ
２

１
０
未

穫
積

０
８

０
０

０
０

６
４

一

一

Ｆ
ｏ
５
１
２

収
面

３
一
５
，

売
数

３

２

８

２

ｑ
｝
７
ｏ
）
０
　
１
↓
１
１
（
Ｚ

１
６
一

１
７
一

８
９

販
戸

穫
数

９

５

３

８

０

０

（
）
　
ｏ
）
　
１
■
　
０
１
・
一
１
↓
ｎ
Ｚ
ｎ
６

収
戸

０
０
０
０
１
↓
　
１
↓

分

０
　
〔
ｏ
０
「
ｏ

６

６

７

７
０
６

５
７

Ｏ
）
　
Ｏ
）
Ｏ
Ｕ
Ｏ
）
１
■
　
１
↓
　
１
■
　
１
↓

０
）
　
Ｏ
）
１
↓
　
１
■

区

実

数

構
成
比

○るよにスサンセも

と
．

年各〕料資〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
（
五
三
〇
）

を
や
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
代
っ
て
県
が
主
産
地
奨
励
の
行
政
指
導

を
行
っ
た
茶
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
表
１
３
に
よ
る
と
、
六
〇
年
よ
り
七
五
年
ま
で
に
茶
の
収
穫
農
家
は
、

一
〇
九
戸
か
ら
二
〇
八
戸
へ
と
二
倍
に
増
加
し
、
収
穫
面
積
は
、
一

五
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
五
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヘ
と
三
・
三
倍
増

し
て
い
る
。

　
宮
地
の
茶
業
は
、
零
細
経
営
が
多
い
。
三
〇
ア
ー
ル
以
下
の
農
家

が
全
体
の
六
七
・
三
パ
ー
セ
ソ
ト
を
し
め
て
い
る
。
こ
の
「
こ
ず
く

り
茶
園
」
は
、
製
茶
工
場
を
持
た
な
い
。
販
売
農
家
二
〇
二
戸
の
う

ち
、
個
人
で
製
茶
工
場
を
持
っ
て
い
る
の
は
一
〇
分
の
一
の
二
二
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

に
す
ぎ
な
い
。
ほ
か
に
三
八
戸
が
共
同
の
四
工
場
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　
農
協
は
荒
茶
は
扱
う
が
、
生
葉
は
扱
わ
な
い
。
加
工
工
場
を
持
た

な
い
三
分
の
二
の
農
家
が
、
全
体
の
生
産
量
と
し
て
は
三
分
の
一
に

あ
た
る
生
葉
を
地
区
内
の
仲
買
人
と
か
、
隣
り
の
池
田
農
協
傘
下
の

製
茶
工
場
へ
売
却
す
る
。
生
葉
の
量
に
し
て
一
八
○
ト
ソ
ほ
ど
で
あ

る
。
売
ら
れ
た
生
葉
の
五
分
の
一
ほ
ど
が
、
地
区
内
で
荒
茶
に
さ
れ

る
。　

荒
茶
の
販
売
は
、
県
の
農
協
経
済
連
が
北
隣
の
揖
斐
川
町
で
主
催

す
る
「
い
び
茶
」
の
共
販
所
（
入
札
販
売
の
市
）
を
利
用
す
る
。



　
五
戸
の
伜
人
工
場
の
茶
が
肥
料
商
な
ど
の
世
話
で
、
上
級
茶
と
し
て

京
都
の
宇
治
へ
出
て
ゆ
く
。
工
場
と
し
て
は
、
中
規
模
経
営
で
あ
る
。

以
前
は
、
　
「
い
び
茶
」
の
三
〇
バ
ー
セ
ン
ト
が
県
内
販
路
へ
、
残
り
の

七
〇
パ
ー
セ
ソ
ト
が
宇
治
・
静
岡
へ
流
れ
た
。
現
在
で
は
、
割
合
が
逆

転
し
て
、
県
の
共
販
所
へ
七
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
、
県
外
へ
流
れ
る
の
が
三

〇
バ
ｉ
セ
ソ
ト
で
あ
る
。

　
一
九
七
四
年
頃
か
ら
年
中
採
取
で
き
る
台
湾
茶
の
輸
入
が
目
立
っ
て

　
（
３
）

き
た
。
香
り
の
す
く
な
い
台
湾
茶
と
香
り
の
よ
い
日
本
茶
を
混
合
し
て

量
を
増
や
す
よ
う
に
な
り
、
安
価
な
台
湾
茶
に
押
さ
れ
て
日
本
茶
の
単

価
も
低
迷
を
は
じ
め
た
。
そ
れ
に
加
え
て
九
州
地
方
で
茶
畑
の
大
造
成

が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
　
「
い
ま
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」
と
製
茶
農
家

は
、
曲
り
角
に
き
て
い
る
の
を
痛
感
し
て
い
る
。

　
零
細
茶
園
は
、
速
効
肥
料
、
硫
安
や
単
肥
に
。
た
よ
る
た
め
良
質
茶
が

穫
れ
に
く
い
。
す
な
わ
ち
、
茶
園
の
経
営
に
は
、
有
機
質
肥
料
な
ど
水

稲
耕
作
の
三
～
四
倍
、
施
肥
に
費
用
を
み
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
表
１
４
に
よ
れ
ぱ
、
農
協
の
購
買
事
業
の
中
で
、
肥
料
の
し
め
る
割
合

は
大
き
い
。
購
買
総
額
一
億
二
五
〇
八
万
円
の
う
ち
肥
料
代
三
二
〇
五

万
円
は
、
約
四
分
の
一
強
を
し
め
る
。
農
機
具
代
二
二
五
万
円
を
加

え
る
と
両
老
で
購
買
総
額
の
四
三
バ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
。
七
五
年
度
購

　
　
　
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）

）円千位単（業事買購の協農地宮
１
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計合他のそ

活
材

生
資品料食

産
材

生
資薬農具機農料飼斗率巴月分区

７４２５２

０２１９２

７６７０６
４
　
．８０５２１

４！９５

５７４２

６
（
Ｏ

０３

９６４０１

５６４６

０９６７

１７６８

〔
ｏ
　
０

４
　
　
ｏ
）

一
Ｌ
Ｕ
　
　
Ｏ

Ｑ
り
　
一
Ｌ
０

１
■
　
　
０

（
Ｕ
　
　
（
Ｏ

Ｏ
〇
　
一
Ｌ
Ｕ

１
■
　
２

　
１

９９２１

３１２２

５２３７

５８３８１

５８６４

３９８１

７６９７

７５１１２

７２５５

９３９８

５０２７１

６９６６１

６１３７

４３１７

８６１２１

６５０２３

２６９１

５６９１

０７９１

５７９１

　
む

　
含

　
を

　
等

　
薬

　
庭

　
家

　
物

　
金

　
晶

　
用

　
日

　
ま。

に

る
材

よ
資

に
活

書
生

告
，

報
等

算
油

決
・

協
料

農
燃

地
，

宮
は，

に

も
材

と
資

年
産

各
生

１
．
２
．注〔
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用
ツ
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６

４
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リ

ラ

農
ト
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１
■
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Ｕ

－
苛
用
機

一
２
２
９
９

４

６

麦
燥

１
■
　
１
■

一
り
ｏ
１

米
乾

４

７
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バ
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７
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４
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ソ
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・

自
コ
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１
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・

動
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２
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ｏ
ｏ
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５

２
５
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粉

１

４
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ｏ
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ｏ
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ｏ
４
１
９
１
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霧
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７
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１
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８
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一
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２
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３
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以
ｉ
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３

一
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８

４

９

～
０

ひ
２
一
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４
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ｎ
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７
‘

～
０

３
・
４
・
１

１
、

ん
力
満

７
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Ｏ
Ｊ

４
９

６

８

焉
’

７
１
４

う

１
１
２
１
１

８
・
９
一

耕１
０
未
１

８

６

力

７
’
Ｏ
Ｊ
７
一
Ｌ
ｏ
１
－
一
２

５
４

２

動

計

２
２
一

１
８
一

０
Ｊ
ｏ
Ｏ

分

一
」
ｏ
Ｏ
Ｆ
ｏ

０
Ｅ
ｏ

（
ｏ
７
７
‘

７

７

○
リ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
）
１
↓
１
■
　
１
↓

Ｏ
Ｊ
　
Ｏ
Ｕ
１
■
　
１
■

区

実
数
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三
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

買
金
額
の
順
位
で
、
農
機
具
が
は
じ
め
て
飼
料
の
額
を
上
廻
っ
た
。
そ

れ
で
も
農
機
具
の
購
買
額
は
、
メ
ー
カ
ー
代
理
店
の
販
売
攻
勢
に
押
さ

れ
、
農
協
扱
い
と
し
て
は
約
三
割
で
あ
る
。

　
表
１
５
に
よ
る
と
、
最
近
五
年
間
に
一
〇
馬
力
未
満
の
耕
う
ん
機
が
五

五
台
減
少
し
て
い
る
か
わ
り
に
、
一
〇
～
二
〇
馬
力
の
耕
う
ん
機
が
三

二
台
増
、
二
〇
馬
力
以
上
が
九
台
新
し
く
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
五
年

間
に
一
〇
馬
力
以
上
の
一
〇
〇
戸
当
り
普
及
台
数
は
、
三
・
六
台
か
ら

一
八
・
三
台
へ
五
倍
増
と
な
っ
た
。
同
様
に
宮
地
で
は
、
動
力
田
植
機

が
こ
の
五
年
問
に
六
台
か
ら
六
二
台
へ
一
〇
倍
増
し
、
自
脱
型
コ
ソ
バ

イ
ン
が
七
台
か
ら
四
〇
台
へ
五
・
五
倍
増
し
て
い
る
。
耕
う
ん
機
が
普

及
す
る
の
に
は
一
〇
年
間
か
か
っ
た
が
、
動
力
田
植
機
は
三
年
問
で
普

及
し
た
。
田
植
は
、
き
め
ら
れ
た
一
定
期
目
の
目
曜
目
に
集
中
す
る
。

お
互
い
に
機
械
を
借
り
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
こ
う
し
て
三
〇
ア
ー
ル

耕
作
農
民
も
含
め
て
宮
地
は
、
農
業
の
機
械
化
を
進
め
た
。

　
オ
イ
ル
シ
ョ
ツ
ク
以
降
も
農
用
資
材
の
農
機
具
、
肥
料
、
農
薬
、
重

油
な
ど
は
、
二
倍
、
．
三
倍
に
値
上
り
し
て
い
る
。
茶
工
場
の
精
採
機
も

六
七
年
頃
三
〇
万
円
で
あ
っ
た
の
が
七
六
年
に
は
一
一
〇
万
円
に
高
騰

し
て
い
る
。
一
方
、
荒
茶
の
単
価
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
頃
を
最
高

と
し
て
そ
の
ま
ま
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
、
上
で
一
五
〇
〇
円
、
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
五
三
二
）

七
〇
〇
円
、
下
で
三
〇
〇
円
と
相
変
ら
ず
値
上
り
し
て
い
な
い
。

　
販
売
・
購
買
に
つ
い
で
農
協
の
活
動
の
中
に
共
済
事
業
が
あ
る
。
生

命
共
済
、
建
物
共
済
、
こ
ど
も
共
済
を
含
ん
で
い
る
。
宮
地
農
協
「
昭

和
五
〇
年
度
決
算
報
告
書
」
に
ゴ
れ
ば
、
共
済
金
額
合
計
一
億
一
六
九

二
万
円
を
超
過
し
、
一
組
合
員
当
り
掛
金
は
三
三
万
円
、
補
償
金
額
一

〇
〇
〇
万
円
以
上
と
な
り
、
全
岐
阜
県
下
八
九
農
協
中
、
第
一
位
を
占

め
た
。

　
共
済
額
は
県
下
一
位
、
こ
こ
に
宮
地
農
協
ひ
い
て
は
こ
の
村
落
の
特

徴
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
回
調
査
当
時
の
野
原
村
長
が
一

九
五
四
年
、
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
強
調
し
た
「
こ
の
村
の
ま
と
ま
り
の
よ

さ
」
が
現
在
も
保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
七
四
年
に
起
っ
た
農

協
の
合
併
問
題
は
、
こ
の
村
の
「
ま
と
ま
り
の
よ
さ
」
を
別
の
面
で
現

わ
し
て
い
る
。

　
　
　
じ
り
農
協
の
合
併
間
題

　
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
八
月
二
六
目
、
宮
地
小
学
校
屋
内
体
育
館

で
宮
地
農
協
は
、
揖
斐
川
町
農
協
を
は
じ
め
郡
内
一
〇
組
合
と
と
も
に

合
併
総
会
を
成
立
さ
せ
る
筈
で
あ
っ
た
。

　
「
わ
が
国
経
済
の
急
速
な
発
展
に
伴
な
い
農
業
条
件
は
著
し
い
変
化

を
き
た
し
て
お
り
…
…
こ
の
と
き
に
あ
た
り
…
…
各
種
事
業
の
適
正
か



●

っ
能
率
的
な
運
営
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
…
…
揖
斐
郡
内
の
一

〇
農
協
が
大
同
合
併
し
…
…
組
合
員
の
福
利
増
進
に
寄
与
す
る
こ
上
を

目
的
と
す
る
。
」

　
上
記
が
合
併
の
基
本
方
針
要
旨
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
針
も
降
っ
て
湧

い
た
も
の
で
な
く
、
す
で
に
１
二
年
前
の
七
二
年
秋
か
ら
農
林
省
、
県
農

務
都
、
農
協
中
央
会
を
と
お
し
て
大
型
広
域
合
併
化
は
、
国
の
方
針
で

あ
り
、
県
の
要
請
で
も
あ
っ
た
。

　
行
政
指
導
は
、
揖
斐
の
県
事
務
所
農
務
課
調
整
官
を
通
じ
て
強
め
ら

れ
て
い
た
。
す
で
に
同
一
行
政
区
域
で
あ
る
池
田
町
地
区
内
に
は
、
旧

温
知
村
と
旧
八
幡
村
の
二
つ
の
農
協
が
四
月
に
合
併
し
、
池
田
農
協
を

成
立
さ
せ
て
い
た
。
八
月
に
な
っ
て
毎
目
の
よ
う
に
県
か
ら
調
整
官
、

農
協
中
央
会
か
ら
役
員
が
説
得
に
ー
や
っ
て
き
た
。
九
月
十
六
目
夜
、
宮

地
会
館
に
六
〇
人
程
が
集
ま
り
深
更
ま
で
、
　
「
天
下
り
合
併
反
対
」
の

抗
議
集
会
を
開
い
た
。
翌
一
七
目
、
抗
議
集
会
の
決
議
を
代
表
二
二
人

が
五
台
の
車
を
つ
ら
ね
て
、
岐
阜
市
の
県
農
協
中
央
会
に
申
入
れ
た
。

決
議
文
の
全
文
を
か
か
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
決
　
議

宮
地
農
協
組
合
長
及
び
役
員
は
、
揖
斐
郡
広
域
合
併
協
議
会
に
参
加
し
、
他

の
九
農
協
と
共
に
合
併
予
備
契
約
書
に
調
印
し
た
が
、
こ
の
問
合
併
の
条
件
、

　
　
　
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）

事
業
計
画
の
内
容
等
に
、
つ
い
て
、
組
合
員
に
対
し
て
は
、
何
一
つ
知
ら
せ
る
こ

と
た
く
、
又
意
見
を
き
く
こ
と
も
せ
ず
、
全
く
一
方
的
に
事
を
進
め
た
。
予
備

契
約
の
時
期
に
至
っ
て
、
こ
れ
を
組
合
員
に
、
公
開
し
た
が
、
多
く
の
不
満
と
異

議
が
あ
り
、
意
見
の
調
整
が
出
来
る
ま
で
総
会
の
延
期
を
要
請
し
た
。

　
然
る
に
多
数
組
合
員
の
要
求
を
無
視
し
て
去
る
八
月
二
十
六
日
総
会
を
強
行

し
た
が
、
組
合
長
及
び
理
事
は
、
自
ら
招
集
し
た
総
会
の
直
前
に
辞
職
届
を
提

出
し
て
出
席
せ
ず
、
出
席
者
の
開
会
せ
よ
と
の
要
求
も
無
視
し
て
開
会
せ
ず
、

つ
い
に
流
会
に
終
ら
せ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
組
合
長
及
び
理
事
は
そ
の
職
責
を
放
棄
し
た
も
の
で
あ
り
、
出

席
者
一
同
は
抗
議
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
組
合
長
は
、
合
併
問
題
は
白
紙
に
毛
ど
し
て
協
議
す
る
と
の
条

件
で
出
席
老
代
表
と
の
間
に
。
諒
解
が
成
立
し
た
。

　
し
か
る
に
、
担
当
行
政
庁
及
び
農
協
中
央
会
等
は
、
組
合
員
の
存
在
を
無
視

し
て
、
た
だ
自
分
達
が
作
成
し
た
計
画
を
強
行
す
る
こ
と
の
み
を
追
求
し
、
可

能
な
手
段
を
も
ち
い
て
指
導
と
い
う
名
の
も
と
に
、
不
当
た
介
入
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
単
協
組
合
員
の
気
持
や
意
志
を
踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ
る
。

　
合
併
す
る
か
、
し
な
い
か
、
或
い
は
如
何
た
る
相
手
と
合
併
す
る
か
を
決
定

す
る
の
は
組
合
員
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
決
定
は
組
合
員
の

意
志
に
ま
か
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
す
み
や
か
に
不
当
た
介
入
を
中
止
せ
よ
。

　
右
、
決
議
す
る
。

　
　
昭
和
四
九
年
九
月
十
六
目

　
　
　
　
　
　
　
　
天
下
り
合
併
に
反
対
す
る
　
抗
議
集
会

　
岐
阜
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
高
橋
一
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
五
三
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
浄
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

　
こ
う
し
て
九
月
末
の
農
協
臨
時
総
会
で
は
、
参
加
者
お
よ
び
委
任
状

の
圧
倒
的
多
数
に
よ
っ
て
合
併
反
対
が
議
決
さ
れ
た
。
合
併
問
題
の
結

末
は
、
開
催
地
予
定
の
宮
地
農
協
だ
け
合
併
に
参
加
せ
ず
単
協
と
し
て

残
っ
た
。
従
来
の
農
協
組
合
長
は
、
任
期
が
終
っ
て
も
理
事
に
推
薦
さ

れ
ず
、
自
然
退
職
と
な
っ
た
。
他
の
九
組
合
は
、
方
針
ど
お
り
一
〇
月

一
日
に
合
併
し
支
所
と
な
っ
た
。
揖
斐
郡
内
の
旧
村
観
模
で
単
協
と
し

て
維
持
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
宮
地
と
ダ
ム
に
水
没
予
定
の
徳
山
村
だ

げ
で
あ
る
。
岐
阜
県
内
で
古
宮
地
の
よ
う
に
小
規
模
な
単
協
は
、
珍
し

い
時
代
と
な
っ
た
。
合
併
し
な
か
っ
た
宮
地
農
協
は
、
相
変
ら
ず
組
合

員
に
密
着
し
た
存
在
で
あ
る
。
農
協
は
、
何
も
用
事
が
た
く
て
も
話
に

ゆ
け
る
所
で
あ
り
、
印
鑑
を
忘
れ
て
き
て
も
預
金
を
出
し
て
く
れ
る
。

職
員
は
畦
道
に
立
っ
て
出
来
の
よ
い
苗
を
指
さ
し
な
が
ら
肥
料
の
銘
柄

を
教
え
て
く
れ
る
。

　
要
す
る
に
宮
地
で
は
、
組
合
員
の
要
望
を
聞
き
入
れ
て
く
れ
る
農
協

を
守
っ
た
訳
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

　
農
協
加
入
七
組
合
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
◎
宮
地
和
牛
組
合
　
願
成
寺
茶
生
産
組
合
＠
丸
宮
製
茶
組
合

＠
丸
願
共
同
製
茶
組
合
＠
北
部
茶
生
産
組
合
＠
宮
地
共
同
製
茶
工

場
　
¢
こ
う
し
機
械
ヒ
営
農
ク
ラ
ブ
。

共
同
の
四
茶
工
場
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
五
三
四
）

　
◎
丸
宮
製
茶
組
合
（
一
〇
戸
）
　
　
丸
願
共
同
製
茶
組
合
（
五
戸
）

ゆ
北
部
茶
生
産
組
合
（
一
八
戸
）
　
＠
宮
地
共
同
製
茶
工
場
（
五
戸
）

計
三
八
戸
。

　
上
記
　
の
丸
願
共
同
製
茶
組
合
は
、
第
一
種
兼
業
農
家
五
戸
で
共
同

工
場
を
部
分
協
業
し
て
い
る
。
茶
畑
は
二
戸
平
均
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経

営
規
模
で
あ
る
。
農
協
か
ら
近
代
化
資
金
と
し
て
建
物
工
場
・
機
械
設

備
費
に
二
七
八
万
円
を
年
利
四
パ
ー
セ
ソ
ト
で
借
り
て
い
る
。

　
七
五
年
度
台
湾
か
ら
の
茶
の
輸
入
は
、
七
六
四
ニ
ト
ソ
、
二
五
億
五

二
二
八
万
円
で
あ
っ
た
。
　
（
七
六
年
八
月
二
一
百
、
岐
阜
県
農
務
部
農

林
課
説
明
資
料
）

三
農
民
の
要
求

　
濃
尾
平
野
の
西
北
端
に
あ
る
旧
宮
地
村
は
、
今
も
僻
村
の
た
た
ず
ま

い
を
残
し
、
農
家
が
村
落
の
大
半
を
し
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
専
業
農

家
は
、
こ
の
一
五
年
問
に
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
・
五
バ
ー
セ
ン
ト

に
減
少
し
、
わ
ず
か
七
戸
と
な
っ
た
。

　
農
業
所
得
の
み
で
生
活
で
き
る
中
農
は
、
全
体
の
五
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
、
：
ハ
戸
に
す
ぎ
な
い
。
農
業
に
主
と
し
て
従
事
す
る
女
子
は
、
男

子
の
二
倍
を
し
め
、
そ
の
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
六
〇
歳
以
上
の
老
婦
で

あ
る
。

　
第
二
種
兼
業
農
家
は
、
こ
の
一
五
年
問
に
全
体
の
二
〇
バ
ー
セ
ソ
ト



か
ら
八
五
バ
ー
セ
ソ
ト
に
増
加
し
、
二
三
六
戸
と
な
っ
た
。
宮
地
で
は
、

平
目
の
昼
問
は
留
守
の
家
が
多
く
な
っ
た
。
家
族
そ
ろ
っ
て
自
分
も
働

き
に
出
れ
ぼ
、
主
婦
の
労
働
量
は
増
え
て
く
る
。
夏
期
な
ら
近
辺
の

「
あ
ら
れ
工
場
」
で
昼
問
仕
事
を
終
え
、
帰
っ
て
か
ら
陽
が
沈
む
ま
で

畦
草
刈
り
や
消
毒
な
ど
に
精
を
出
す
。
農
業
の
機
械
化
を
進
め
、
目
曜

が
一
番
忙
が
し
く
な
っ
た
兼
業
農
民
は
、
職
場
に
お
げ
る
週
休
二
目
制

を
男
女
と
も
ど
も
待
ち
望
ん
で
い
る
。

　
宮
地
の
農
業
は
、
養
蚕
か
ら
甘
庶
、
鶏
卵
、
そ
し
て
製
茶
へ
と
大
き

な
転
換
を
と
げ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
外
国
農
産
物
の
輸
入
に
っ
い
て
は
、

現
状
の
よ
う
な
無
原
則
な
拡
大
に
農
民
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
年
中
採
取
で
き
る
台
湾
茶
の
輸
入
増
大
は
、
目
本
茶
の
単
価
を
圧

迫
し
は
じ
め
て
い
る
。

　
農
用
資
材
の
一
方
的
な
値
上
り
に
比
し
、
茶
単
価
の
低
迷
状
況
は
、

農
民
を
腹
立
た
し
く
さ
せ
て
い
る
。

　
「
今
の
農
政
は
、
専
業
農
家
を
育
て
る
ど
こ
ろ
か
、
っ
ぶ
す
政
策
と

し
か
言
え
な
い
。
政
府
の
考
え
て
い
る
企
業
農
家
は
、
き
っ
と
わ
れ
わ

れ
よ
り
大
き
い
と
こ
ろ
を
対
象
と
し
て
い
る
。
先
祖
か
ら
の
土
地
を
コ

ツ
コ
ツ
と
開
墾
で
増
や
し
て
い
る
堅
実
な
わ
れ
わ
れ
を
、
農
政
は
相
手

に
し
て
い
た
い
。
」
と
、
専
業
農
家
の
青
年
達
は
主
張
す
る
。

　
　
　
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
け
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）

　
「
経
営
観
模
の
拡
大
は
、
は
か
り
た
い
が
農
地
は
高
く
な
っ
た
し
、

適
当
な
売
手
が
な
い
。
こ
れ
以
上
の
機
械
化
も
元
手
が
続
か
な
い
。
労

力
は
現
在
の
家
族
で
限
度
一
杯
働
い
て
い
る
。
そ
れ
で
も
農
業
所
得
が

少
な
い
か
ら
、
子
供
が
後
を
継
い
で
く
れ
る
か
ど
う
か
…
…
」
こ
れ
が

茶
園
経
営
専
業
農
家
の
心
配
で
あ
る
。

　
農
地
は
こ
の
一
〇
年
間
で
一
〇
倍
に
値
上
り
し
た
。
他
方
で
荒
廃
し

て
い
る
畑
が
あ
る
が
、
資
産
維
持
の
た
め
か
売
り
に
で
な
い
。
請
負
耕

作
農
家
は
、
採
算
の
あ
わ
な
い
三
〇
ア
ー
ル
以
下
の
兼
業
農
家
で
委
託

を
希
望
す
る
人
々
を
農
協
が
ま
と
め
、
受
託
さ
せ
る
方
式
を
の
ぞ
ん
で

い
る
。

　
農
業
の
受
託
経
営
は
土
地
の
資
産
保
護
の
た
め
、
中
間
に
農
協
が
入

り
農
協
単
位
で
請
負
希
望
者
に
入
札
さ
せ
る
よ
う
な
形
式
な
ら
、
将
来

見
通
し
が
あ
る
。
大
垣
南
農
協
や
南
濃
町
の
よ
う
に
組
合
員
が
農
協
に

水
田
を
賃
貸
し
、
農
協
所
有
の
機
械
で
農
協
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
全
面

耕
作
す
る
バ
イ
ロ
ッ
ト
方
式
は
、
農
協
の
大
型
合
併
が
先
決
条
件
と
な

る
。
こ
の
方
式
は
見
通
し
と
し
て
可
能
性
も
あ
る
が
、
　
「
独
立
自
営
の

農
家
を
否
定
す
る
か
ら
反
対
だ
。
」
と
専
業
農
家
の
青
年
達
は
主
張
す

る
。

　
今
後
再
燃
す
る
で
あ
ろ
う
農
協
の
合
併
問
題
に
っ
い
て
は
、
　
「
い
ず
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れ
ま
た
、
上
か
ら
言
っ
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
ま
ず
池
田
農
協
と
の

合
併
の
線
が
出
て
、
さ
ら
に
先
は
揖
斐
郡
農
協
一
本
の
広
域
合
併
に
向

げ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
」
と
誰
し
も
考
え
て
い
る
。

　
農
協
合
併
の
見
通
し
が
強
い
と
し
て
も
、
こ
の
宮
地
で
は
組
合
員
の

納
得
な
し
に
は
、
進
ま
な
い
こ
と
を
す
で
に
立
証
ず
み
で
あ
る
。

　
天
下
り
の
農
協
合
併
を
拒
否
し
た
宮
地
は
、
こ
の
池
田
町
合
併
旧
六

ヶ
村
の
う
ち
で
も
土
地
改
良
事
業
に
注
文
を
っ
げ
て
実
施
が
一
番
最
後

に
残
っ
た
。
位
置
が
上
流
の
山
手
に
あ
る
事
情
も
お
く
れ
た
理
由
に
は

入
る
。
だ
が
他
地
域
と
比
べ
三
～
四
年
お
く
れ
過
ぎ
て
い
る
。
農
用
機

械
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
宮
地
で
は
、
兼
業
農
民
も
圃
場
整
傭
に
は
賛

成
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
農
振
法
で
農
用
地
区
に
区
分
さ
れ
れ
ば
、
地

価
が
下
落
す
る
こ
と
を
問
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
の
農
民
は
、
申
請
す
れ
ぱ
農
用
地
区
外
、
す
な
わ
ち
除
外

地
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
県
や
町
役
場
と
折
衝
し
た
。
不
施
工
地
は

宅
地
転
用
に
変
え
得
る
。
県
や
役
場
は
、
　
「
新
家
な
ど
の
申
請
は
止
む

を
得
た
い
。
」
こ
と
と
し
て
受
付
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
土
地
改
良
も

農
民
の
選
択
に
ま
か
せ
ら
れ
る
面
が
強
く
な
り
、
農
民
は
納
得
し
つ
つ

あ
る
。

　
こ
う
し
て
一
九
七
八
年
か
ら
土
地
基
盤
整
備
事
業
に
と
り
か
か
れ
る
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展
望
が
生
ま
れ
て
き
た
。
専
業
農
家
の
永
年
の
要
求
は
、
か
な
え
ら
れ

そ
う
で
あ
る
。
耕
作
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
水
管
理
面
で
も
ひ
と
っ

の
水
利
系
統
に
な
れ
ば
、
現
在
の
よ
う
に
小
さ
な
水
田
ご
と
に
毎
目
入

れ
て
と
め
る
水
利
労
働
は
緩
和
さ
れ
る
。

　
旧
宮
地
村
を
代
表
す
る
町
議
会
議
員
は
、
　
「
土
地
改
良
に
よ
っ
て
た

と
え
一
反
当
り
一
八
坪
ほ
ど
減
歩
し
て
も
、
孫
、
子
の
た
め
に
道
巾
が

広
く
な
り
、
真
直
に
な
る
の
が
よ
い
。
」
と
歓
迎
す
る
。

　
「
用
水
路
ば
か
り
で
た
く
、
排
水
路
も
設
備
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

生
活
改
善
で
便
所
は
、
い
ず
れ
水
洗
式
に
な
る
だ
ろ
う
。
”
こ
え
お
げ
〃

の
無
く
な
る
時
代
が
や
っ
て
く
る
。
」

　
農
村
の
生
活
環
境
の
整
備
・
改
善
を
、
世
代
交
替
の
時
期
に
き
て
い

る
年
輩
の
農
民
は
希
求
し
て
い
る
。

　
農
業
専
業
に
生
き
る
青
年
達
は
、
討
論
の
結
果
、
　
「
将
来
、
農
協
が

企
業
化
し
て
委
託
農
家
が
増
え
た
と
き
、
パ
ィ
ロ
ッ
ト
の
オ
ベ
レ
ー
タ

ー
と
し
て
勤
め
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
家
族
労
働

だ
げ
で
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
農
業
政
策
が
の
ぞ
ま
し
い
。
」

と
い
う
合
意
に
達
し
た
。

　
農
業
生
産
の
担
い
手
で
あ
り
後
継
者
の
青
年
達
は
、
日
本
の
農
政
に

不
安
と
不
満
を
感
じ
つ
つ
も
、
独
立
自
営
の
安
定
農
家
を
目
指
し
て
励



ま
し
あ
っ
て
い
る
。
　
「
明
和
義
民
の
碑
」
を
有
す
る
宮
地
の
歴
史
的
な

「
ま
と
ま
り
の
よ
さ
」
は
、
農
民
に
と
っ
て
今
後
と
も
必
要
な
結
束
を

保
障
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
追
記
〕

　
　
こ
の
た
び
の
調
査
で
特
に
御
協
力
下
さ
っ
た
、
小
川
元
揖
斐
電
報
電
話
尻

　
長
、
桑
原
宮
地
農
協
組
合
長
、
安
田
農
協
参
事
及
び
職
員
、
河
野
町
会
議
員
、

　
野
原
農
業
委
員
、
高
橋
賀
信
、
内
田
豊
、
内
田
義
彦
、
河
村
希
、
内
田
勝
利
、

　
安
田
七
郎
、
池
田
町
史
編
集
者
中
川
連
の
諸
氏
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

「
高
度
成
長
」

期
に
お
け
る
農
山
村
の
変
容
（
木
村
）
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九
九
（
五
三
七
）




